
(57)【要約】

【課題】ケーシング上側部分とケーシング下側部分とか

ら形成されたコネクタ接続器ケーシング半部を有してい

て、ケーシング上側部分を取り囲んでいて、かつ軸方向

に摺動可能なロック解除リングを有している形式のロッ

ク装置を改良して、両方のケーシングの係止部の他に、

さらに付加的なロック部を設けることである。

【解決手段】ロック解除リング１０が、３面側で露出し

ていて、かつ内側へ移動可能な少なくとも１つの操作舌

片を有していて、該操作舌片に、内側に向けられた折り

曲げ部を有する解放つめが一体成形されており、折り曲

げ部を備えた外側に向いているロックつめ２５が、ケー

シング上側部分２０に一体成形されており、コネクタ接

続器がロックされた状態において折り曲げ部が、ケーシ

ング上側部分２０から外側に向いているロックつめ２５

の折り曲げ部に当接して配置されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 （ ２ ０ ） と ケ ー シ ン グ 下 側 部 分 （ ３ ０ ） と か ら 形 成 さ れ た コ ネ ク タ
接 続 器 ケ ー シ ン グ 半 部 の た め の ロ ッ ク 装 置 で あ っ て 、 ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 （ ２ ０ ） を 取 り
囲 ん で い て 、 軸 方 向 に 摺 動 可 能 な ロ ッ ク 解 除 リ ン グ （ １ ０ ） を 有 し て い る 形 式 の も の に お
い て 、
　 ロ ッ ク 解 除 リ ン グ （ １ ０ ） が 、 ３ 面 側 で 露 出 し て い て 、 か つ 内 側 へ 移 動 可 能 な 少 な く と
も １ つ の 操 作 舌 片 （ １ ４ ） を 有 し て い て 、 該 操 作 舌 片 （ １ ４ ） に 、 内 側 に 向 け ら れ た 折 り
曲 げ 部 （ １ ６ ） を 有 す る 解 放 つ め （ １ ５ ） が 一 体 成 形 さ れ て お り 、
　 折 り 曲 げ 部 （ ２ ６ ） を 備 え た 、 外 側 に 向 い て い る ロ ッ ク つ め （ ２ ５ ） が 、 ケ ー シ ン グ 上
側 部 分 （ ２ ０ ） に 一 体 成 形 さ れ て お り 、
　 コ ネ ク タ 接 続 器 が ロ ッ ク さ れ た 状 態 に お い て 、 解 放 つ め （ １ ５ ） の 折 り 曲 げ 部 （ １ ６ ）
が 、 ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 （ ２ ０ ） か ら 外 側 に 向 い て い る ロ ッ ク つ め （ ２ ５ ） の 折 り 曲 げ 部
（ ２ ６ ） に 当 接 す る よ う に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 コ ネ ク タ 接 続 器 の た め の ロ
ッ ク 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ロ ッ ク 解 除 リ ン グ （ １ ０ ） が 、 ２ つ の 同 一 の 半 割 シ ェ ル （ １ １ ） か ら 形 成 さ れ て い て 、
こ れ ら の 半 割 シ ェ ル （ １ １ ） が 、 係 止 エ レ メ ン ト （ １ ２ ） に よ っ て 接 合 さ れ て い る 、 請 求
項 １ 記 載 の ロ ッ ク 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 （ ２ ０ ） に 少 な く と も １ つ の 係 止 薄 板 （ ４ ０ ） が 配 置 さ れ て い る 、
請 求 項 １ 記 載 の ロ ッ ク 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 （ ２ ０ ） が 、 係 止 薄 板 （ ４ ０ ） に よ り 、 ケ ー シ ン グ 下 側 部 分 （ ３ ０
） に 設 け ら れ て い る 係 止 ノ ー ズ （ ３ ２ ） に 係 止 可 能 に な っ て い る 、 請 求 項 １ ま た は ３ 記 載
の ロ ッ ク 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 係 止 薄 板 （ ４ ０ ） に 傾 斜 部 （ ４ ３ ） が 設 け ら れ て い て 、 該 傾 斜 部 （ ４ ３ ） は ロ ッ ク 解 除
リ ン グ （ １ ０ ） に 設 け ら れ て い る 傾 斜 部 （ １ ８ ） に よ っ て 負 荷 可 能 に な っ て い る 、 請 求 項
１ か ら ４ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の ロ ッ ク 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ロ ッ ク 解 除 リ ン グ （ １ ０ ） が 、 閉 じ た フ レ ー ム か ら 成 っ て い る 、 請 求 項 １ か ら ５ の い ず
れ か １ 項 記 載 の ロ ッ ク 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 係 止 薄 板 （ ４ ０ ） が 、 少 な く と も １ つ の 窓 状 の 切 欠 （ ４ ２ ） を 有 し て い る 、 請 求 項 １ か
ら ６ の い ず れ か １ 項 記 載 の ロ ッ ク 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 と ケ ー シ ン グ 下 側 部 分 と か ら 形 成 さ れ た コ ネ ク タ 接 続 器
ケ ー シ ン グ 半 部 の た め の ロ ッ ク 装 置 で あ っ て 、 ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 を 取 り 囲 ん で い て 、 か
つ 軸 方 向 に 摺 動 可 能 な ロ ッ ク 解 除 リ ン グ を 有 し て い る 形 式 の も の に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の よ う な 形 式 の ロ ッ ク 装 置 は 、 コ ネ ク タ 接 続 器 の ２ つ の ケ ー シ ン グ が 差 し 込 ま れ た 状
態 で 形 状 接 続 的 に 係 止 し 、 か つ 接 続 が 振 動 ま た は 引 張 力 に よ っ て 意 図 せ ず に 解 離 す る こ と
を 阻 止 す る た め に 必 要 と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 第 ４ ２ ０ ５ ９ ６ ０ 号 明 細 書 に よ れ ば 、 ロ ッ ク 可 能 な ケ ー シ ン グ 半
部 を 有 す る コ ネ ク タ 接 続 体 が 公 知 で あ る 。 こ の 公 知 の コ ネ ク タ 接 続 体 に お い て は 、 ば ね 弾
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性 的 な 係 止 つ め を 有 す る ロ ッ ク エ レ メ ン ト が 設 け ら れ て い て 、 こ の ロ ッ ク エ レ メ ン ト は 、
差 し 込 ま れ た 状 態 で 両 方 の ケ ー シ ン グ 半 部 を 取 り 囲 ん で い る ス リ ー ブ 内 に 配 置 さ れ て い る
。 こ の 場 合 、 一 方 の ケ ー シ ン グ 半 部 に 配 置 さ れ た 係 止 つ め は 、 他 方 の ケ ー シ ン グ 半 部 の 切
欠 内 に 係 止 す る 。 ス リ ー ブ の 引 き 抜 き 運 動 時 に 、 係 止 つ め は 切 欠 か ら 持 ち 上 げ ら れ て 、 コ
ネ ク タ 接 続 体 は 解 除 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 第 ４ ２ ０ ５ ９ ６ ０ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 冒 頭 で 述 べ た 形 式 の コ ネ ク タ 接 続 器 の た め の ロ ッ ク 装 置 を 改
良 し て 、 両 方 の コ ネ ク タ の 係 止 部 の 他 に 、 さ ら に 付 加 的 な ロ ッ ク 部 を 設 け る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 課 題 を 解 決 し た 本 発 明 に よ れ ば 、 ロ ッ ク 解 除 リ ン グ が 、 ３ 方 向 つ ま り ３ 面 側 で 露 出
し て い て 、 か つ 内 側 に 向 か っ て 移 動 可 能 な 少 な く と も １ つ の 操 作 舌 片 を 有 し て い て 、 こ の
操 作 舌 片 に 内 側 に 向 け ら れ た 折 り 曲 げ 部 を 有 す る 解 放 つ め が 一 体 成 形 さ れ て お り 、 外 側 に
向 い て い る 、 折 り 曲 げ 部 を 備 え た ロ ッ ク つ め が ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 に 一 体 成 形 さ れ て お り
、 解 放 つ め の 折 り 曲 げ 部 は 、 コ ネ ク タ 接 続 器 が ロ ッ ク さ れ た 状 態 で ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 か
ら 外 側 に 向 い て い る ロ ッ ク つ め の 折 り 曲 げ 部 に 当 接 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 構 成 は 、 請 求 項 ２ か ら 請 求 項 ７ に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ っ て 達 成 さ れ た 利 点 は 、 特 に 、 こ こ で 図 示 さ れ た コ ネ ク タ 接 続 体 内 に 、 コ ネ
ク タ お よ び 対 応 コ ネ ク タ の た め の 係 止 部 と 付 加 的 な ロ ッ ク 部 と の 組 合 せ が 実 現 さ れ て い る
と い う 点 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 場 合 、 ま ず 、 い わ ゆ る プ ッ シ ュ プ ル 係 止 部 と し て 構 成 さ れ た 高 負 荷 に 耐 え 得 る 係 止
機 構 が 、 金 属 性 の ま た は 非 金 属 性 の 材 料 か ら 成 る コ ネ ク タ 接 続 器 ケ ー シ ン グ 内 に お い て 、
ロ ッ ク 部 と 組 み 合 わ さ れ て い て 、 こ の ロ ッ ク 部 は 両 方 の ケ ー シ ン グ を 取 り 囲 ん で い る ロ ッ
ク 解 除 リ ン グ 内 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ロ ッ ク 解 除 リ ン グ 内 に 係 止 ・ お よ び ロ ッ ク 手 段 が 設 け ら れ て い て 、 有 利 に は 、 係 止 ・ お
よ び ロ ッ ク 手 段 は 、 通 常 の コ ネ ク タ プ ロ セ ス に お い て は 、 両 方 の コ ネ ク タ 接 続 器 ケ ー シ ン
グ の ま ず 係 止 部 が 、 次 い で 付 加 的 な ロ ッ ク 部 が 働 く よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ロ ッ ク 解 除 リ ン グ に 操 作 舌 片 が 設 け ら れ て い て 、 こ の 操 作 舌 片 に よ っ て 、 ロ ッ ク 手 段 は
有 利 な 形 式 で 解 放 さ れ 、 こ れ と ほ ぼ 同 時 に 、 コ ネ ク タ を 引 き 抜 く 際 に コ ネ ク タ 接 続 体 の 係
止 部 も 解 放 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ロ ッ ク 手 段 は 、 コ ネ ク タ お よ び ロ ッ ク 解 除 リ ン グ が 製 造 さ れ て い る 材 料 か ら 成 っ て い て
、 こ れ に 対 し て 、 係 止 機 構 は 、 ば ね 弾 性 的 な 係 止 薄 板 と し て 、 有 利 に は 金 属 性 の 材 料 か ら
製 造 さ れ て い て 、 係 止 ノ ー ズ は 対 応 コ ネ ク タ の 材 料 か ら 製 造 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 場 合 、 打 ち 抜 き 成 形 さ れ た 係 止 薄 板 は 、 少 な く と も １ つ の 窓 状 の 切 欠 を 有 し て い る
が 、 有 利 に は ２ つ の 分 か れ た 切 欠 を 有 し て い て 、 こ れ ら の 切 欠 内 に 対 応 コ ネ ク タ に 一 体 成
形 さ れ た 相 応 の 係 止 ノ ー ズ が 係 合 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 金 属 性 の 係 止 薄 板 は 、 コ ネ ク タ ケ ー シ ン グ 材 料 と は 無 関 係 に 、 係 止 薄 板 が 基 準 ア ー ス 信
号 を 伝 達 す る た め の Ｐ Ｅ 接 点 と し て 使 用 さ れ 得 る 限 り は 有 利 で あ る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 を 図 示 し 、 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に は 、 コ ネ ク タ 組 合 せ 体 １ の 斜 視 図 が 示 さ れ て い て 、 こ の コ ネ ク タ 組 合 せ 体 １ は コ
ネ ク タ ２ と 対 応 コ ネ ク タ ３ と か ら 成 っ て お り 、 対 応 コ ネ ク タ ３ に は 固 定 フ ラ ン ジ が 一 体 成
形 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 コ ネ ク タ と 対 応 コ ネ ク タ は 、 ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 ２ ０ お よ び ケ ー シ ン グ 下 側 部 分 と し て
以 下 で は 定 義 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 両 方 の ケ ー シ ン グ 部 分 は 、 ロ ッ ク 解 除 リ ン グ １ ０ に 取 り 囲 ま れ て い て 、 こ の 場 合 、 こ こ
で は ロ ッ ク 解 除 リ ン グ の 前 方 の 半 部 が 図 示 さ れ て お ら ず 、 従 っ て 、 こ こ で は 係 止 装 置 お よ
び ロ ッ ク 装 置 の 少 な く と も 一 部 分 だ け が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ロ ッ ク 解 除 リ ン グ １ ０ 内 の ケ ー シ ン グ 部 分 の 両 狭 幅 側 に そ れ ぞ れ １ つ の 係 止 薄 板 ４ ０ が
示 さ れ て お り 、 こ の 係 止 薄 板 ４ ０ は ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 ２ ０ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 折 り 曲 げ ら れ た 支 持 部 ４ ４ に よ り 係 止 薄 板 ４ ０ は 、 ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 の 下 側 の 縁 部 に
環 状 に 延 在 す る つ ば ２ １ を 越 え て 、 ケ ー シ ン グ 下 側 部 分 ３ ０ か ら 突 出 し て い る ２ つ の 係 止
ノ ー ズ ３ ２ に ま で 達 し て い て 、 こ の 係 止 ノ ー ズ ３ ２ に 係 止 薄 板 ４ ０ は 係 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 係 止 薄 板 ４ ０ の 上 側 に 幅 の 狭 い 条 片 ２ ２ が 一 体 成 形 さ れ て い て 、 こ れ に 対 し て こ の 条 片
２ ２ の や や 下 の 位 置 に お い て ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 が 、 係 止 薄 板 ４ ０ の 中 央 か ら 突 出 す る 一
体 成 形 部 を 有 し て お り 、 こ の 一 体 成 形 部 は 以 下 で は 、 ロ ッ ク つ め ２ ５ と 称 呼 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ で は 分 か ら な い が 、 ロ ッ ク つ め ２ ５ は 壁 か ら 部 分 的 に 間 隔 を 保 っ て 狭 幅 側 ２ ３ に 一
体 成 形 さ れ て い て 、 そ れ に よ っ て 、 ス リ ッ ト ２ ４ が 形 成 さ れ 、 こ の ス リ ッ ト ２ ４ 内 に 係 止
薄 板 ４ ０ を 、 こ の 係 止 薄 板 ４ ０ が 条 片 ２ ２ の 下 側 に 係 止 さ れ る ま で 押 し 込 む こ と が で き る
（ こ の 点 に つ い て は 図 ５ も 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ ａ 、 図 ２ ｂ お よ び 図 ２ ｃ に は 、 前 記 係 止 薄 板 ４ ０ の 複 数 の 変 化 実 施 例 が 詳 細 に 図 示
さ れ て い る 。 こ の 係 止 薄 板 ４ ０ は 、 ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 ２ ０ の 両 狭 幅 側 ２ ３ に 当 て 付 け ら
れ て 係 止 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 係 止 薄 板 ４ ０ は 、 金 属 性 の 打 ち 抜 き 成 形 部 分 と し て 構 成 さ れ て い て 、 窓 状 の 切 欠 ４ ２ を
備 え て お り 、 こ の 場 合 、 切 欠 は １ つ の 窓 で あ る か 、 ま た は ２ つ の 別 個 の 窓 に 分 け ら れ て い
て よ い （ 図 ２ ａ お よ び 図 ２ ｂ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 係 止 薄 板 ４ ０ の 下 側 の 縁 部 は 、 傾 斜 部 ４ ３ と し て 折 り 曲 げ ら れ て い て 、 そ れ に よ っ て 、
係 止 薄 板 が ケ ー シ ン グ 下 側 部 分 ３ ０ に 設 け ら れ て い る 係 止 ノ ー ズ ３ ２ に 衝 突 す る 際 に 、 係
止 薄 板 を 変 位 さ せ る た め の ス ラ イ ド 傾 斜 面 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に ２ つ の 垂 直 な 支 持 部 ４ ４ は そ の ほ ぼ 中 央 で 折 り 曲 げ ら れ て お り 、 そ れ に よ っ て 下
側 の 縁 部 が ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 ２ ０ に 設 け ら れ た つ ば ２ １ を 越 え て 、 ケ ー シ ン グ 下 側 部 分
の 係 止 ノ ー ズ ３ ２ に 当 接 す る か 、 も し く は そ こ で 係 止 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 係 止 薄 板 ４ ０ の ほ ぼ 真 ん 中 に 保 持 輪 郭 部 ４ １ が 設 け ら れ て い て 、 こ の 保 持 輪 郭 部 ４ １ に
よ り 、 係 止 薄 板 ４ ０ は 、 ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 ２ ０ に 設 け ら れ た ス リ ッ ト 状 の 受 容 部 ２ ４ 内
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に お い て 、 ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 ２ ０ の 狭 幅 側 ２ ３ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 係 止 薄 板 の 上 縁 部 に 、 直 角 に 曲 げ ら れ た 保 持 装 置 ま た は 案 内 装 置 ４ ５ が 設 け ら れ て い る
。 こ の 保 持 装 置 ま た は 案 内 装 置 ４ ５ に よ り 、 被 せ ら れ た ロ ッ ク 解 除 リ ン グ １ ０ を 安 定 的 に
保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 別 の 変 化 実 施 例 （ 図 ２ ｃ ） が 図 示 さ れ て い て 、 こ の 実 施 例 で は 係 止 薄 板 は Ｐ Ｅ ば
ね 接 点 （ PE-Federkontakt） ４ ６ と し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 係 止 薄 板 を ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 の 狭 幅 側 に 固 定 す る た め の 異 な る 保 持 輪 郭 部 ４
１ が 図 ２ ａ 、 図 ２ ｂ お よ び 図 ２ ｃ に は 図 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ に は 、 ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 ２ ０ の 一 部 が 図 示 さ れ て い て 、 こ の ケ ー シ ン グ 上 側 部 分
２ ０ の 狭 幅 側 ２ ３ に 係 止 薄 板 ４ ０ が 係 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 場 合 、 係 止 薄 板 が 、 つ ば ２ １ か ら 成 形 さ れ 、 上 方 へ 突 き 出 し 、 か つ 狭 幅 側 ２ ３ か ら
間 隔 を 保 っ た 面 エ レ メ ン ト ２ ８ の 後 ろ で 、 つ ま り こ の よ う に し て 形 成 さ れ た ス リ ッ ト ２ ４
内 に 、 ど の よ う に 固 定 さ れ て い る か が 分 か る 。 面 エ レ メ ン ト ２ ８ 上 に は ロ ッ ク つ め ２ ５ が
配 置 さ れ て い て 、 ロ ッ ク つ め ２ ５ は １ つ の 角 隅 に お い て ２ 面 で 面 エ レ メ ン ト と 一 体 成 形 さ
れ て い て 、 こ れ に 対 し て 対 角 側 に あ る 角 隅 は 解 放 さ れ て お り 、 そ の 結 果 、 背 後 か ら 係 合 す
る た め の ポ ケ ッ ト に 似 た 構 造 が 形 成 さ れ て い る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 下 に 説 明 さ れ て い る よ う に 、 ロ ッ ク 解 除 時 に こ の ポ ケ ッ ト ２ ７ 内 に 解 放 つ め １ ５ が 係
合 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ に は 、 部 分 的 に 図 示 さ れ て い な い ロ ッ ク 解 除 リ ン グ １ ０ を 備 え た ケ ー シ ン グ 上 側 部
分 ２ ０ の 拡 大 し た 斜 視 図 で 、 ロ ッ ク の た め に 必 要 な そ の 他 の 部 分 が 図 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 場 合 、 ３ 方 向 で つ ま り ３ 面 側 が 露 出 す る よ う に 突 き 出 し て い る 操 作 舌 片 １ ４ を 備 え
た ロ ッ ク 解 除 リ ン グ １ ０ の 左 側 の 一 部 分 が 図 示 さ れ て い る 。 こ の 操 作 舌 片 １ ４ の 内 側 に 解
放 つ め １ ５ が 一 体 成 形 さ れ て い る 。 解 放 つ め １ ５ の 上 側 に 、 ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 ２ ０ の 狭
幅 側 か ら 突 き 出 し て い る ロ ッ ク つ め ２ ５ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 ロ ッ ク 解 除 リ ン グ か ら 突 き 出 し て い る ２ つ の 係 止 エ レ メ ン ト １ ２ が 示 さ れ て お
り 、 こ れ ら の 係 止 エ レ メ ン ト １ ２ よ っ て 、 こ こ で は 図 示 さ れ て い な い ロ ッ ク 解 除 リ ン グ の
第 ２ の 半 部 を 接 合 も し く は 係 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ５ に は 、 ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 ２ ０ に 配 置 さ れ た 係 止 薄 板 ４ ０ を 、 係 止 さ れ た 両 方 の ケ
ー シ ン グ 部 分 ２ ０ ， ３ ０ お よ び ロ ッ ク 解 除 リ ン グ １ ０ の 側 面 図 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 場 合 、 ど の よ う に し て 係 止 薄 板 ４ ０ が 、 面 エ レ メ ン ト ２ ８ の 後 ろ に あ る ス リ ッ ト ２
４ 内 に 摺 動 さ れ 、 か つ ど の よ う に し て 条 片 ２ ２ に よ っ て 滑 落 し な い よ う に 保 持 さ れ て い る
か が 分 か る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら に 、 係 止 薄 板 ４ ０ が 、 ケ ー シ ン グ 下 側 部 分 ３ ０ に 設 け ら れ て い る 係 止 ノ ー ズ ３ ２ に
係 止 さ れ て い る 状 態 が 図 示 さ れ て い て 、 ま た 傾 斜 部 ４ ３ の 下 側 に 位 置 決 め さ れ 、 ロ ッ ク 解
除 リ ン グ １ ０ に 一 体 成 形 さ れ た 傾 斜 エ レ メ ン ト １ ８ が 図 示 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 傾 斜 エ
レ メ ン ト １ ８ は ロ ッ ク 解 除 リ ン グ の 角 隅 領 域 に 配 置 さ れ て い て 、 ひ い て は ケ ー シ ン グ 下 側
部 分 ３ ０ に 配 置 さ れ て い る 係 止 ノ ー ズ ３ ２ の 取 り 付 け 位 置 の 外 側 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 図 ６ ａ 、 図 ６ ｂ 、 図 ６ ｃ お よ び 図 ６ ｄ は 、 係 止 機 構 お よ び ロ ッ ク 機 構 の 機 能 形 式 を 、 両
方 の 差 し 込 ま れ た ケ ー シ ン グ 半 部 ２ ０ ， ３ ０ の 狭 幅 側 ２ ３ ， ３ ３ の 断 面 図 で 個 別 的 に 示 し
て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ロ ッ ク さ れ た 状 態 で は 、 ２ つ の ロ ッ ク エ レ メ ン ト 、 つ ま り ロ ッ ク つ め ２ ５ と 解 放 つ め １
５ と は 、 互 い に 垂 直 に 向 か い 合 っ て い る 折 り 曲 げ 部 １ ６ ， ２ ６ で 直 接 的 に 互 い に 当 接 し 合
っ て い る （ 図 ６ ｂ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ロ ッ ク 解 除 リ ン グ １ ０ に 配 置 さ れ て い る 操 作 舌 片 １ ４ に か か る 圧 力 （ 矢 印 Ｄ ） に よ っ て
、 下 側 の 解 放 つ め １ ５ は 内 方 に 押 圧 さ れ 、 ロ ッ ク つ め ２ ５ の 下 側 の ポ ケ ッ ト ２ ７ 内 に 到 達
す る （ 図 ６ ｃ 参 照 ） 。 そ れ に よ っ て 、 ロ ッ ク は 解 放 さ れ 、 ロ ッ ク 解 除 リ ン グ １ ０ は 、 （ 矢
印 Ｚ 方 向 に ） 持 ち 上 げ ら れ る （ 図 ６ ｄ 参 照 ） 。 そ れ と 同 時 に 、 係 止 薄 板 ４ ０ の 傾 斜 部 ４ ３
の 下 側 に 配 置 さ れ て い る 、 ロ ッ ク 解 除 リ ン グ １ ０ に 設 け ら れ た 傾 斜 エ レ メ ン ト １ ８ は 、 互
い に 係 合 す る 。 こ れ に よ り 係 止 薄 板 の 下 側 の 部 分 は 、 側 方 で 外 側 に 向 か っ て 引 っ 張 ら れ 、
ケ ー シ ン グ 下 側 部 分 ３ ０ に 設 け ら れ た 係 止 ノ ー ズ ３ ２ と の 係 止 は 解 除 さ れ 、 こ う し て 最 終
的 に 、 ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 ２ ０ は ケ ー シ ン グ 下 側 部 分 ３ ０ も し く は コ ネ ク タ ２ お よ び 対 応
コ ネ ク タ ３ か ら 分 離 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 コ ネ ク タ 組 合 せ 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ ａ 、 図 ２ ｂ お よ び 図 ２ ｃ は 、 そ れ ぞ れ 係 止 薄 板 の 複 数 の 変 化 実 施 例 を 示 す 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 係 止 薄 板 が 取 り 付 け ら れ た 状 態 を 示 す 部 分 的 な 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ロ ッ ク 解 除 リ ン グ 内 の ロ ッ ク 機 構 を 示 す 部 分 的 な 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 係 止 機 構 の 部 分 的 な 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ ａ は ロ ッ ク 解 除 リ ン グ を 示 す 平 面 図 、 図 ６ ｂ 、 図 ６ ｃ お よ び 図 ６ ｄ は 、 そ れ
ぞ れ ロ ッ ク 解 除 機 構 の 機 能 形 式 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 １ 　 コ ネ ク タ 接 続 部 材 、 　 ２ 　 コ ネ ク タ 、 　 ３ 　 対 応 コ ネ ク タ 、 　 １ ０ 　 ロ ッ ク 解 除 リ
ン グ 、 　 １ １ 　 半 割 シ ェ ル 、 　 １ ２ 　 半 割 シ ェ ル を 係 止 す る た め の 係 止 エ レ メ ン ト 、 　 １
４ 　 操 作 舌 片 、 　 １ ５ 　 解 放 つ め 、 　 １ ６ 　 解 放 つ め の 折 り 曲 げ 部 、 　 １ ７ 　 下 側 の 縁 部
、 　 １ ８ 　 一 体 成 形 さ れ た 傾 斜 エ レ メ ン ト 、 　 ２ ０ 　 ケ ー シ ン グ 上 側 部 分 、 　 ２ １ 　 環 状
に 延 在 す る つ ば 、 　 ２ ３ 　 狭 幅 側 、 　 ２ ４ 　 ス リ ッ ト 、 　 ２ ５ 　 ロ ッ ク つ め 、 　 ２ ６ 　 ロ
ッ ク つ め の 折 り 曲 げ 部 、 　 ２ ７ 　 ポ ケ ッ ト 、 　 ２ ８ 　 面 エ レ メ ン ト 、 　 ３ ０ 　 ケ ー シ ン グ
下 側 部 分 、 　 ３ １ 　 フ ラ ン ジ 、 　 ３ ２ 　 係 止 ノ ー ズ 、 　 ３ ３ 　 狭 幅 側 、 　 ４ ０ 　 係 止 薄 板
、 　 ４ １ 　 保 持 輪 郭 部 、 　 ４ ２ 　 窓 状 の 切 欠 、 　 ４ ３ 　 傾 斜 部 、 　 ４ ４ 　 折 り 曲 げ ら れ た
支 持 部 、 　 ４ ５ 　 上 方 に 曲 げ ら れ た 案 内 装 置 、 　 ４ ６ 　 Ｐ Ｅ ば ね 接 点
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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